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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

わたし達が白井市をPRします

しろいふるさと大使創設

ふるさと歌手　石田俊雄さん ふるさと歌手　大杉一男さん ふるさと歌手　髙城靖雄さん

ものまねタレント　ホリさん

お笑いコンビ　イワイガワさん

　市では、今年度から市の魅力を広く国内外に紹介し、市のイメージアップ
および地域振興を図るため「しろいふるさと大使」を創設します。
　スタートに当たり、お笑い芸人のイワイガワさん、ものまねタレントのホ
リさん、ふるさと歌手の石田俊雄さん、大杉一男さん、髙城靖雄さんの５組
を「ふるさと大使」として任命します。ふるさと大使の皆さんは、現在活躍
中の仕事を生かし、可能な範囲で市のPRにご協力をしていただきます。
　今後は、文化・芸術・スポーツなどさまざまな分野で活躍されている人に
も「ふるさと大使」をお願いしていく予定です。

　ふるさと大使とは
　白井市出身で、さまざまな分
野で活躍されている著名人を大
使に任命し、任期は 2年間です。
　大使の日頃の活動を通じて、
白井の魅力を折に触れて PRす
るとともに、市政に関する意見
・提言なども行います。

　岩井さんが白井市出身で生年月日は非公開。
　岩井さんが井川さんを勧誘し、2003年7月に
お笑いコンビを結成。舞台やテレビ、ラジオな
どで幅広く活躍。

【岩井ジョニ男　右】タモリさんの付き人に志
願したことが切っ掛けで芸能界に入る。付き人
卒業後は、浅井企画に所属し相方の井川とコン
ビを組み現在に至る。

【井川修司　左】浅田美代子さんや佐藤浩市さ
んの付き人を経験。役者をしていたが、事務所
を移籍したのを切っ掛けにお笑いの道へ。

　生まれも育ちも白井市の1977年生まれ。
　大学卒業後に１度サラリーマンとなるが、そ
の後ものまね界に入り、プロとなる。
　木村拓哉さんやテリー伊藤さんなどのものま
ねをはじめ、レパートリーの多さには定評があ
る。４月より冠番組、千葉テレビ「ホリプレゼ
ンツ　求人任三郎」に出演、その他舞台はテレ
ビ、ラジオなどで幅広く活躍。

　生まれも育ちも白井市の1947年生まれ。
　1968年に民謡歌手の外﨑繁栄（とのさきしげ
えい）氏に師事し、民謡、三味線、太鼓を学ぶ。
1985年に自作曲の「印旛沼旅情」「甚兵衛の渡し」
でビクターレコードよりデビューし、1987年に
所属歌手となる。現在では、千葉県民謡協会理
事長などの役職を務め、後進を育成しながら舞
台やテレビ、ラジオで幅広く活躍。

　生まれも育ちも白井市の1947年生まれ。
　1977年に民謡歌手の外﨑繁栄氏に師事し、民
謡、三味線を学ぶ。1996年に「女の終着駅」で
コロムビアレコードよりデビューし、2006年に
キングレコード所属歌手となる。
　現在では、市内および近隣地区に歌謡教室を
開き、民謡や三味線、カラオケの指導にあたっ
ている。

　岩手県九
くのへぐんひろのまち

戸郡洋野町（旧種
たねいちまち

市町）出身、1958
年生まれ、白井市在住。
　大学在学中から歌手を志し、卒業と同時に歌
手の道に入る。1987年に「日本海‘88（作詞：
荒木とよひさ、作曲：吉幾三）」でキングレコー
ドよりデビュー、1996年に「伯方の塩」のイ
メージキャラクターとして、コマーシャルに出
演。その他舞台やテレビ、ラジオなどで幅広く
活躍。

参加してみませんか
しろいふるさと大使委嘱式

４月 25 日㈮　午後 2時
（開場　午後 1時 30 分）
〔場所〕  文化会館中ホール
〔対象〕  一般　150 人
（申し込み順）
〔入場料〕無料
■申・■問　22 日㈫までに電話か直接秘
書広報課広報広聴班　内線 3372 ～ 4
（土・日曜を除く午前 8 時 30 分か
ら午後 5 時 15 分まで）またはメー
ル { hisyo@city.shiroi.chiba.jp へ申
し込み。
※1人につき3人ま
で申し込めます。
「なし坊」「かおり」
にも会えるよ まってるよ
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国
の
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政
全
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に
つ
い
て
の
手
続

き
や
サ
ー
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と
や
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ま
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行
政
相
談
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

日
時

　
毎
月
第
3
木
曜
日
（
8
月
を

除
く
）　 

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　 

原
田

敏
子
、
中
村
淑
子

※
相
談
日
は
広
報
し
ろ
い
1
日
号

「
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2
・
3

市
職
員
の
人
事
異
動

◆
課
長
職
以
上
の
人
事
異
動

　
課
長
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
（
4
月
1
日
付
け
）。

※
（

　
）
内
は
旧
所
属
で
す
。

【
部
長
職
】

総
務
部
長

　
内
藤
健
作
（
市
民
経
済

部
長
） 

、
市
民
経
済
部
長
　
伊
藤
研

一
（
商
工
振
興
課
長
） 

、
環
境
建
設

部
長
　
染
谷
敏
夫
（
総
務
課
長
） 

、

会
計
管
理
者
　
林
友
子
（
児
童
家
庭

課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部
　
総
務
課
長
　
笠
井
喜
久

雄
（
生
涯
学
習
課
長
） 

、
企
画
政
策

課
長
　
折
山
郁
子
（
課
税
課
長
） 

、

課
税
課
長
　
須
藤
正
康
（
会
計
課
主

幹
）

▼
市
民
経
済
部

　
商
工
振
興
課
長

　

川
上
好
正
（
保
険
年
金
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部

　
児
童
家
庭
課
長

　

高
橋
き
よ
子
（
児
童
家
庭
課
主
幹
） 

、

保
険
年
金
課
長
　
鳩
貝
俊
行
（
社
会

福
祉
課
副
主
幹
）

▼
環
境
建
設
部
　
宅
地
指
導
課
長
　

佐
野
裕
達
（
都
市
計
画
課
宅
地
指
導

準
備
室
長
）、
環
境
課
長
　
伊
藤
常

夫
（
議
会
事
務
局
次
長
）

▼
教
育
部
　
生
涯
学
習
課
長
　
藤
咲

克
己
（
環
境
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
　
次
長
　
佐
藤
賢
一

（
企
画
政
策
課
長
）

◆
退
職

　
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
3

月
31
日
付
け
）。

【
部
長
職
】

総
務
部
長

　
伊
藤
道
行
、
環
境
建
設

部
長
　
小
林
道
長
、
会
計
管
理
者
　

中
村
一
男

問
　
総
務
課
人
事
班
　
内
線
3
3
1

4

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平成25年度白井市表彰式を開催
～優良児童・生徒ならびに市功労者を表彰～

　市ではスポーツや学芸の活動などで優れた成績を収めた児童や生徒、また長年にわたって市政の発展や、地域福祉の向上に尽力した人や市民の
模範となる善行のあった人を表彰する「白井市表彰式」を3月25日に市役所で行いました。
　表彰を受けた皆さんとそれぞれの表彰の功績は、下記のとおりです。（敬称略）

◆優良児童表彰
白井アスレチックアカデミー　中島菜摘、矢野百夏、大貫芽位（大山口小学校）
　全国小学生陸上競技交流大会女子4×100㍍リレー第3位ほか
西島旭（大山口小学校6年）
　ちばキッズ陸上競技大会共通男子走高跳第1位
越村優貴（七次台小学校4年）
　青少年読書感想文千葉県コンクール小学校中学年の部最優秀賞
小林龍躍（桜台小学校6年）
　国際型競技空手道選手権大会11歳の部第3位
◆優良生徒表彰
吉田功二（大山口中学校2年）
　千葉県中学校新人体育大会男子柔道90㌔㌘超級優勝ほか
本多貴博（南山中学校3年）
　千葉県児童生徒・教職員科学作品展千葉県総合教育センター所長賞
阿部真実穂（南山中学校3年）
　NHK杯全国中学校放送コンテスト千葉県大会アナウンス部門優秀賞
中島良太（南山中学校3年）
　全日本中学校通信陸上競技大会千葉県大会3年男子100㍍第1位ほか
田中陸（南山中学校2年）
　FIFA U―17 ワールドカップ2015日本代表ミャンマー遠征召集
日野文剛（七次台中学校3年）
　東京国際ディアボロ競技会2013男子個人総合ジュニア部門第1位
巻口実可（桜台中学校2年）
　千葉県中学校新人体育大会バドミントン女子シングルス優勝ほか

◆自治功労表彰
【まちづくり審議会委員】
野口和雄（神奈川県中郡）、清水達人

（清水口）、竹本清一（堀込）
【男女共同参画推進会議委員】
市川温子（池の上）

【自治会長】
竹内正一（大山口）
◆教育文化功労表彰

【教育委員会委員】
市場正明（大山口）

【社会教育委員】
佐藤洋子（桜台）

【スポーツ推進委員】
伊東政信（復）

【文化会館運営協議会委員】
主藤美知子（大山口）

【郷土資料館運営協議会委員】
能勢幸枝（佐倉市）

【プラネタリウム館運営協議会委員】
赤瀬篤也（中）
◆社会福祉功労表彰

【介護認定審査会委員】
小木曽実（東京都世田谷区）、石橋伸
彦（神々廻）、佐藤千枝子（池の上）、
庄田潤子（堀込）

【介護相談員】
鶴岡惠美子（堀込）

【保護司】
小林稔（清水口）、林眞知子（七次台）

【地区社会福祉協議会】
第三小学校区地区社会福祉協議会
七次台中学校区地区社会福祉協議会

南山中学校区地区社会福祉協議会
第一小学校区地区社会福祉協議会
第二小学校区地区社会福祉協議会
大山口小学校区地区社会福祉協議会
桜台小学校区地区社会福祉協議会
◆保健衛生功労表彰

【市医】
瀬野久和（堀込）、滝澤晴久（根）、
由井俊徳（印西市）

【食生活改善推進員】
北島里子（南山）、山上あや子（根）

【廃棄物減量等推進審議会委員】
寺田義久（七次台）

【生活環境指導員】
佐々木悌郎（冨士）、守谷ナツ（堀込）、
山岡勝美（大松）
◆産業功労表彰

【中小企業資金融資審査会委員】
本間典子（堀込）
◆消防功労表彰

【消防団員】
石井豊（根）
◆特別功労

【市への寄付】
岩井誠（中）
◆善行表彰

【環境美化活動】
池田己友（根）、岩井利雄（復）、
小松辰男（根）

【営繕活動】
中村忠夫（七次台）

　この表彰は、「白井市優良児童生徒表彰規定」ならびに「白井市表彰
規定」に基づき、功績のあった個人や団体に対して市長が表彰を行うも
のです。
■問　秘書広報課秘書班　内線3301

優良児童・生徒表彰を受けた皆さん 功労表彰を受けた皆さん

行政相談

「折り鶴」286,121羽
を広島へ送りました

　1月22日から3
月27日にかけて
行われた「平和
事業」では、市
内外からのご協
力により、昨年
の約5倍もの折り
鶴が集まりまし
た。折り鶴はボ
ランティアの協力により千羽鶴にして、
3月28日に広島市へ送りました。
　折り鶴は、広島平和記念公園に展示
されます。
　ご協力ありがとうございました。
■問　企画政策課男女共同参画室　内線
3355

折り鶴を数えるボランティア
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なるほど行政講座一覧
分野 講座名 担当部署名

行政

●広報紙の役割・作り方 秘書広報課
●白井市のまちづくり～総合計画とは～　●教えて!「行政評価」　●白井市の情報化の取り組み
●国際交流～友好都市キャンパスピ市との交流～　●男女共同参画社会づくり　●統計から見る
白井市　●市のキャラクター「なし坊」を紹介します!

企画政策課

●市の財政状況　●行政改革 財政課
●議会とは 議会事務局
●市税について（個人住民税、固定資産税など） 課税課

公共交通 ●循環バス「ナッシー号」の上手な乗り方 企画政策課

市民参加
●市民参加・協働によるまちづくり　●「市と市民の協働」とはどんなこと?　●「自治会の設立」

「自治会の法人化」について　●NPO・市民活動の紹介　●自治会活動の紹介　●市民参加を推
進するための市民参加条例について

市民活動支援課

保険
●国民年金制度　●国民健康保険制度　●後期高齢者医療制度 保険年金課
●わかりやすい介護保険の使い方　●高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）は何を
するところ?

高齢者福祉課

福祉

●高齢者福祉サービスのいろは　●成年後見制度ってなに? ～判断力が低下しても安心して暮ら
せるように～

高齢者福祉課

●障害者福祉　●しろい支え愛プラン（白井市地域福祉計画）～ふれあい、育みあい、助けあい、
ともに生きるまちをめざして～

社会福祉課

●児童福祉 児童家庭課
●生活保護制度 保健福祉相談室

保健・医
療・予防

●今日から始める介護予防　●ちょっと身体を動かしてみませんか「梨トレ体操」と「簡単体操」
●使って元気いつまでも「介護予防手帳（いきいき夢手帳）」　●脳の元気度・活発度を測定して
みませんか

高齢者福祉課

●出張!超音波骨密度測定で骨粗しょう症予防　●生活習慣病予防のヒント! ～身近にできる工夫
&かかりつけ医の探し方～　●歯っぴいスマイル講座　●赤ちゃんの心を育てよう　●あっ !危
ない!子どもの事故防止予防　●ホームドクターはパパ&ママ　●いただきます!からはじめよう
●インフルエンザに備えよう!　●放射線と健康　●知っていますか？肺の生活習慣病「COPD」
～肺年齢測定をやってみよう～　

健康課

消費
●だまされない消費者になるために～悪質商法の手口を知って未然に防ごう! ～　●実践、クー
リング・オフ!　●消費生活センターってなにするところ?

商工振興課

農業 ●白井市の農業 農政課

環境
●白井市の放射線対策　●環境基本計画　●白井市の自然　●ごみとリサイクル　●白井のごみ
を減らそう!　●印西クリーンセンターを知ろう!

環境課

都市
●都市計画　●地区のまちづくり 都市計画課
●市営水道のしくみ　●下水道 上下水道課

防災・防犯 ●地域・家庭の防災対策　●防犯・交通安全講話 市民安全課

教育

●生涯学習　●市民大学校の魅力と特色 生涯学習課
●小・中学校児童生徒の「不登校」　●子どもの健康づくり　●子どものしつけと家庭教育 教育センター室
●白井市の文化財 文化課
●図書館の賢い使い方 図書館

い
ま
す
。

　
講
座
名
と
担
当
部
署
名
は
左
表
の

と
お
り
で
、
講
座
の
詳
細
は
企
画
政

策
課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
講
座
の

内
容
に
よ
っ
て
は
材
料
費
な
ど
の
費

な
る
ほ
ど
行
政
講
座

用
が
別
に
掛
か
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

事
前
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

講
座
開
催
可
能
日
時

　
年
末
年
始
を

除
く
毎
日
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

※
1
講
座
は
1
時
間
30
分
以
内
で
す
。

場
所
　
市
内

※
会
場
の
手
配
や
当
日
の
進
行
、
参

加
者
へ
の
開
催
通
知
は
主
催
者
（
講

座
依
頼
者
）
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体
・
自
治

会
、
P
T
A
、
学
習
グ
ル
ー
プ
・
学

校
や
会
社
で
行
う
研
修
会
な
ど

※
営
利
・
政
治
・
宗
教
目
的
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
開
催
日
の
20
日
前
ま
で

（
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
そ
の
後

の
直
近
の
平
日
）
に
直
接
企
画
政
策

課
企
画
政
策
班
　
内
線
3
3
5
1
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ち
ば
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用

し
て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

～計画的な行政運営～　第2次実施計画を策定しました
　市では、市の将来像である「市民と築く安心で健康なまち　しろい」を目指し、第4次総合計画後期基本計画（平成23 ～ 27年度）を推進しています。
　この後期基本計画の具体的な取り組みを示した、第2次実施計画（平成26 ～ 27年度）を策定しました。計画の中で新たな取り組みのある主な事
業は右下表のとおりです。
※第2次実施計画書は企画政策課、情報公開コーナー、図書館、各センター、市ホームページにあります。

総合計画とは
　市が計画的な行政運営を進めていく上での長期的な基本指針となるもので、市の最も上位に位置付けられる総合的な計画です。
　この計画は「基本構想」「基本計画」「実施計画」の3つで
構成されています。

【基本構想】
　市の将来像と基本理念を定め、その実現のための方針を
明らかにするものです。
【基本計画】
　基本構想を受け、市の将来像を実現するために分野ごと
の施策を体系的に整理したものです。　基本構想の計画期
間を前期・後期に分け、現在の計画は「後期基本計画（平
成23 ～ 27年度）」にあたります。
【実施計画】
　基本計画に定められた施策を具体的に明らかにし、事業執
行や予算編成の基本となる事業計画で、今回は第4次総合計
画の最後となる第2次実施計画（平成26・27年度）となります。
■問　企画政策課企画政策班　内線3353

新たな取り組みのある主な事業
事業名 事業概要

地域子育て支援拠点事業
平成26年度から清水口保育園子育て支援センターにファ
ミリーサポートセンター事業を統合し、アドバイザーを
置くなど、支援拠点の機能向上を図る【児童家庭課】

放課後子どもプラン事業
学童保育所の無い白井第二小学校のみで実施していた

「放課後子ども教室」を大山口小学校においても試行的
に実施【生涯学習課】

消防団体制強化事業 消防団協力事業所表示制度導入の検討【市民安全課】

障害福祉サービス事業
平成27年度から始まる第4期障害福祉計画の策定および
平成28年度から始まる障害者計画の策定【社会福祉課】

歯科保健事業
（仮称）白井市歯科口腔保健の推進に関する条例の制定
【健康課】

感染症予防事業 新型インフルエンザ等対策行動計画策定【健康課】

地域コミュニティ活性化推
進事業

市民主体の小学校区単位のまちづくりを推進するため、
3つのモデル地区を設定し、まちづくり組織設立に向け
た取り組みと支援制度の検討【市民活動支援課】

都市マスタープラン策定事業
平成28年度から始まる都市マスタープランの策定を開始

【都市計画課】

都市公園等整備事業（新規
事業）

1人あたりの公園緑地面積が不足している既存市街化区
域（冨士地区）において、公園緑地を確保し整備【都市
計画課】

行政組織見直し事業 庁舎整備に向けた組織全体の見直し検討【総務課】

総合計画推進事業
平成28年度から始まる第5次総合計画の策定を開始【企
画政策課】

情報システムによる情報提
供事業

平成26年度に市ホームページのリニューアル、ツイッ
ターの運用開始【企画政策課、秘書広報課】

※【　】内は主管課となります。

お
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市
民
参
加
の
状
況
評
価

〜
市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
入
院
中
の
夫
宛
て
に
い
ろ
い
ろ

な
貸
金
業
者
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

び
っ
く
り
し
て
夫
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

10
年
く
ら
い
前
に
生
活
費
の
足
し
に

し
よ
う
と
、
少
し
借
り
た
の
だ
と
い

う
。
こ
れ
が
切
っ
掛
け
と
な
り
、
借

金
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
現
在
は
1
社
だ
け
契
約
が

残
っ
て
お
り
、
散
歩
に
行
く
ふ
り
を

し
て
小
遣
い
か
ら
返
済
を
続
け
て
い

た
と
い
う
。

　
自
宅
を
失
い
た
く
な
い
。
な
ん
と

か
な
ら
な
い
か
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

A
　
借
金
契
約
は
、
出
資
法
が
改
正

さ
れ
る
前
は
、
法
で
決
め
ら
れ
て
い

る
上
限
金
利
の
29
・
2
㌫
で
契
約
を

し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
22
年
に
利
息
制
限

法
が
改
正
さ
れ
、
10
万
円
未
満
の
契

約
の
場
合
は
年
20
㌫
、
10
万
円
以
上

1
0
0
万
円
未
満
の
契
約
は
年
18
㌫
、

1
0
0
万
円
以
上
の
契
約
は
年
15
㌫

に
金
利
の
上
限
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
、
こ
の
金
利
を
上
回
っ
て

行
っ
た
契
約
は
、
既
に
返
済
し
た
分

に
つ
い
て
も
新
た
な
金
利
で
計
算
し

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

終

わ

ら

な

い

借

金

の

返

済

　
ま
ず
契
約
し
て
い
る
貸
金
業
者
か

ら
「
初
め
て
契
約
し
た
の
は
い
つ
な

の
か
」「
金
利
は
ど
う
な
の
か
」
な
ど
、

取
引
履
歴
を
取
り
寄
せ
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
借
金
を
整
理
す
る
方
法
は
、
自
己

破
産
以
外
に
任
意
整
理
や
個
人
再
生

手
続
き
、
特
定
調
停
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
を
所
有
し
た
ま
ま
整
理
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
方
法
が
良
い
の
か
は
、
専
門

家
と
相
談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
借
金
の
整
理
を
支
援
す
る
た
め
の

窓
口
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
別
の
業
者
か
ら
借
金
を
誘

う
案
内
が
来
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
貸
金
業
は
、
金
融
庁
で
の
登
録
が

必
要
で
す
。
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い

る
か
金
融
庁
に
問
い
合
わ
せ
る
か
金

融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
よ
く
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）
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市
民
参
加
の
状
況
評
価

〜
市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申
〜

西白井複合センターの大規模修繕工事に
伴う一時休館のお知らせ
　西白井複合センターは、施設の老朽化に伴い大規模修繕工事を実施す
るため、9・10月の2カ月間全館休館となります。
　同センターで実施している各種検診などについては、実施時期をずら
して行う予定ですが、出張所や公民館、児童館、老人憩いの家、図書室
については、利用ができません。
　休館期間中はご迷惑をおかけしますが、他のセンターや市役所、図書
館などの利用にご協力をお願いします。
　工事は、現地での準備から撤収までの全工程に約4カ月を見込んでいま
す。このため、休館期間の前後においても、作業などにより施設内外で
部分的な立ち入りや利用の制限を行うことがあります。
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
【予定の工事内容】
　外壁塗装工事、屋上防水工事、内部床段差解消工事、内部床土足化工事、
太陽光発電設置工事、照明器具更新工事、レクホール空調更新工事、ト
イレ洋式化工事など
※日程などの詳細が決定次第、市ホームページや西白井複合センターで
お知らせします。
■問　工事の内容に関すること・管財契約課管財契約班　内線3341、出張
所に関すること・市民課市民班　内線3143、公民館に関すること・生涯
学習課社会教育班　内線3431、児童館に関すること・児童家庭課児童家
庭班　☎（497）3487、老人憩いの家に関すること・高齢者福祉課高齢
者支援班　☎（497）3484、図書室に関すること・図書館☎（492）1122、
検診に関すること・健康課保健予防班　☎（497）3495

2
0
1
4
ほ
く
そ
う
春

ま
つ
り

　「
ほ
く
そ
う
春
ま
つ
り
」
は
北
総

鉄
道
㈱
が
主
催
し
、
北
総
線
沿
線
地

域
活
性
化
協
議
会
が
後
援
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
ミ
ニ
電
車
の
運
行
や
沿
線

市
物
産
展
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

が
ブ
ー
ス
を
設
け
て
「
昼
間
の
星
を

見
る
会
」  

（   

雨
天
・
曇
天
時
中
止
）

を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
な
し
坊
」
や

「
か
お
り
」
も
参
加
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
親
子
で
駅
長
の
衣
装
を

着
用
し
て
の
撮
影
会
や
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
の
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
抽

選
会
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
即
売
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所

　
北
総
鉄
道
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

「68歳・69歳医療費助成事業」について
　市では、医療費の一部を助成していた「68歳・69歳医療費助成
事業」を平成25年度で廃止しました。
　この事業を廃止した理由は、住民税非課税世帯の68・69歳の人
を対象に医療費自己負担分のうち、2割分を助成し、70歳代前半の
医療費自己負担分「1割」と同じになるようにしていましたが、平
成26年4月から70歳になる人から医療費自己負担割合が2割に引き
上げられることを踏まえたものです。
【医療費の助成申請や助成割合について】
　資格が認定されている人が平成26年3月末までに受けた医療に
ついては、今までどおり医療費の助成申請を受け付けます。
　平成26年3月末日までに本事業の資格が認定されている人につ
いては、経過措置として70歳に達する月まで助成をします。ただ
し、4月1日以降の医療費に対する助成割合は、1割分となります。
■問　保険年金課保険年金班　内線3174

ン
中
央
駅
・
駅
前
自
由
通
路
ほ
か

【 

「
さ
わ
や
か
き
っ
ぷ
」
で
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
観
覧
料
が
割
り
引
き
に
】

　
北
総
鉄
道
㈱
が
3
月
下
旬
か
ら
発

売
し
て
い
る
「
さ
わ
や
か
き
っ
ぷ
一

日
乗
車
券
」
を
市
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

館
で
提
示
す
る
と
、
投
映
観
覧
料
が

割
り
引
き
に
な
り
ま
す
（
1
枚
に
つ

き
1
回
有
効
）。

割
り
引
き
実
施
日
　
4
月
19
日
㈯
・

20
日
㈰
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、
5
月

3
日
㈷
・
4
日
㈷

割
引
投
映
観
覧
料
　
市
内
在
住
者
大

人
1
7
0
円
、
子
ど
も
80
円
　
市
外

在
住
者
　
大
人
2
5
0
円
、
子
ど
も

1
2
0
円

※
「
子
ど
も
」
は
小
・
中
学
生
お
よ

び
座
席
を
使
用
す
る
幼
児
で
す
。

　
観
覧
料
は
消
費
税
を
含
み
ま
す
。

問
　
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
営
業
課
　

☎
0
4
7
（
4
4
5
）
1
9
0
1
、

市
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　
内
線

3
3
5
1
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

　

☎
（
4
9
2
）
1
1
2
5

お
知
ら
せ
コ
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
市
民
参
加
条
例
の

制
定
や
市
民
参
加
推
進
会
議
を
設
置

し
、
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
市
民
参
加
実
施
状
況
に
対
す
る

総
合
評
価
に
つ
い
て
」
な
ど
3
件
に

つ
い
て
、
市
長
が
市
民
参
加
推
進
会

議
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
が
3
月
6

日
に
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
答
申
の
概
要

　
答
申
書
で
は
、
市
民
参
加
の
実
施

状
況
と
し
て
、
市
民
参
加
の
実
施
が

市
民
や
行
政
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と

を
評
価
し
た
う
え
で
、
更
に
市
民
参

加
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
職
員
へ

の
研
修
と
情
報
提
供
が
重
要
で
あ
る

と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
実
施
し
て
い
る
従
来

の
多
く
の
市
民
参
加
の
方
法
で
は
、

地
域
や
性
別
、
世
代
の
偏
り
が
生
じ

や
す
い
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
が
市
政
に
参
加
す
る
た
め
の
新
た

な
市
民
参
加
の
方
法
と
し
て
、
住
民

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
で
抽
出
さ
れ

た
市
民
が
、
希
望
に
よ
り
市
の
審
議

会
等
で
公
募
委
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
し
く
み
の
導
入
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、
よ

り
一
層
の
市
民
参
加
を
推
進
し
、
市

の
将
来
像
で
あ
る
「
市
民
と
築
く
安

心
で
健
康
な
ま
ち
　
し
ろ
い
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

※
答
申
書
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

市
民
参
加
推
進
会
議
の

公
募
委
員
を
募
集

　
市
民
参
加
推
進
会
議
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
公
募
に

よ
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
会
議
は
、
平
日
昼

間
に
6
回
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
の

で
、
選
考
基
準
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
選
考
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

対
象
　
①
市
内
在
住
在
勤
在
学
者
で

18
歳
以
上
の
人
　
5
人
以
内

②
市
内
に
お
い
て
市
民
活
動
を
行
う

団
体
を
代
表
す
る
18
歳
以
上
の
人
3

人
以
内

※
「
市
内
に
お
い
て
市
民
活
動
を
行

う
団
体
」
と
は
、
以
下
の
条
件
全
て

を
満
た
す
団
体
で
す
。

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
市
内
を

中
心
に
活
動
す
る
活
動
歴
が
1
年
以

上
の
団
体
で
あ
る
こ
と

●
組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
則
（
会

則
な
ど
）
を
定
め
、
5
人
以
上
の
会

員
が
い
る
こ
と

●
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
た
る

目
的
と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と

●
暴
力
団
で
な
い
こ
と
、
暴
力
団
も

し
く
は
暴
力
団
員
の
統
制
下
に
あ
る

団
体
で
な
い
こ
と

任
期
　
①
・
②
と
も
に
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
3
年
間

※
第
1
回
会
議
は
、
7
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

報
酬
　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
①
・
②
と
も
所
定
の
申
込

書
（
市
民
活
動
支
援
課
、
各
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
5
月
9
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
市
民
活

動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班
　
内
線

3
1
5
2
・
3
・

sh
im
in
k
atsu

d
ou
@
city
.sh
iroi.ch

ib
a.jp

へ

平成24年度市民参加の実施状況に対する総合的評価
事業名 事業期間 総合評価

白井市除染実施計画策定事業 平成23・24年度 良好
白井市暴力団排除条例策定事業 平成23・24年度 改善を要する
白井市地域福祉計画策定事業 平成23・24年度 良好
市民参加・協働のまちづくり
プラン策定事業

平成23・24年度 良好

白井市産業振興条例策定事業 平成23・24年度 良好
白井市生活排水処理基本計画
策定事業

平成23・24年度 良好

地域防災計画推進事業（地域
防災計画修正業務）

事業中 改善を要する

美しい景観形成推進事業 事業中 良好
※事業中とは平成25年度も継続中事業で、今回の評価は平成
24年度末までに実施した市民参加についての中間評価です。
事業終了後に改めて評価します。

答申書を手渡す市民参加推進会議委員
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「
ふ
る
さ
と
農
園
」
の

利
用
者
を
追
加
募
集

利
用
期
間
　
5
月
1
日
〜
平
成
27
年

3
月
31
日

※
契
約
更
新
は
2
回
ま
で
可
能
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
者
（
申
し
込
み
順
）

募
集
内
容
　
左
表
の
と
お
り

申
・
問

　
電
話
か
直
接
農
政
課
農
政

班
　
内
線
3
2
5
2
へ

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

推
進
団
体
を
募
集

　
市
で
は
、
地
域
の
環
境
美
化
を
推

進
し
「
ポ
イ
捨
て
」
を
さ
れ
な
い
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
花
の
植
栽

や
管
理
を
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
団
体
に
は
花
の
苗
や
球
根
な

ど
を
配
布
し
ま
す
。

植
栽
・
管
理
場
所
　
公
共
機
関
の
管

理
し
て
い
る
道
路
脇
や
、
緑
道
な
ど

の
公
共
の
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

団
体
に
配
布
し
た
花
の
苗
や
球
根
な

ど
を
植
栽
し
、
管
理
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問

　
申
込
書
（
環
境
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
30
日
㈬
ま

で
に
直
接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
班

　
内
線
3
2
7
5
へ

正
し
い
歯
科
疾
患
の
予

防
に
関
す
る
標
語
・
作

文
の
募
集
と
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加

者
を
募
集

　「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
歯
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

「
8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
」
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
正
し
い
歯
科
疾
患
の
予

防
に
関
す
る
標
語
・
作
文
と
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
標
語
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い

る
人
で
、
口こ

う
く
う腔
全
体
の
健
康
を
取
り

上
げ
、
か
つ
成
長
期
だ
け
で
な
く
生

涯
に
わ
た
っ
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な

る
よ
う
な
も
の
を
、
任
意
の
用
紙
か

は
が
き
（
1
枚
に
付
き
1
つ
）
に
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
作
文
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い

る
人
で
、
口
腔
全
体
の
健
康
に
関
す

る
も
の
を
テ
ー
マ
し
に
、
4
0
0
字

詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
に
表
題
を

付
け
て
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
お
よ
び
学

年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
上
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
市
内
在
住
で
自
分
の
歯
（
か
ぶ
せ

た
歯
や
さ
し
歯
も
可
）
が
20
本
以
上

あ
る
80
歳
以
上
の
人

●
市
内
在
住
で
平
成
25
年
度
中
に
3

歳
児
健
康
診
査
を
受
け
、
次
の
①
か

ら
③
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
子

と
そ
の
保
護
者

①
現
在
処
置
し
て
い
な
い
む
し
歯
が

な
く
、
歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良

い
子
と
そ
の
保
護
者

②
歯
の
治
療
経
験
が
な
い
子

③
歯
肉
の
状
態
が
良
い
保
護
者

申
・
問

　
標
語
・
作
文
は
、
30
日
㈬

ま
で
に
郵
送
（
消
印
有
効
）
か
直
接
、

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
25
日
㈮

ま
で
に
電
話
か
直
接
健
康
課
保
健
予

防
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

子
ど
も
が
急
病
の
時
は
！

◆
夜
間
の
小
児
救
急
診
療

　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診
療
所

で
は
、
小
児
科
（
内
科
系
疾
患
）
専

門
医
が
、
夜
間
や
休
日
な
ど
に
応
急

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
月
〜
土
曜
日
　
午
後
7
時
〜

午
前
6
時

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
　
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
45
分
・
午
後
7
時

〜
午
前
6
時

場
所

　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診

療
所
（
佐
倉
市
）

対
象

　
印
旛
郡
市
内
在
住
の
原
則
15

歳
以
下

問
　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診
療

所
　
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
3
3
5

5
（
診
療
時
間
内
の
み
）

◆
小
児
救
急
電
話
相
談

　
休
日
や
夜
間
に
、
子
ど
も
の
具
合

が
悪
く
な
り
、
ど
う
対
処
し
た
ら
よ

い
か
の
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
相
談

が
で
き
ま
す
。

　
担
当
の
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
が
、
必
要
な
場
合
は
小
児
科
医
に

電
話
を
転
送
し
ま
す
。

プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
・
携
帯

電
話
か
ら

　
局
番
な
し
の

　
#
8
0

0
0

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定
電
話
ま
た
は

利
用
で
き
な
い
場
合
　
☎
0
4
3

（
2
4
2
）
9
9
3
9
（
受
け
付
け

午
後
7
時
〜
10
時
）

◆
い
ざ
と
い
う
時
あ
わ
て
な
い
た
め
に

　
子
ど
も
は
い
つ
体
調
を
崩
す
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
が
急
に
病
気
に
な
っ
て
も

冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
何
か
あ
っ
た
時
に
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
休
日

や
夜
間
で
も
受
診
で
き
る
医
療
機
関

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
平
成
26
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

　
願
書
の
配
布
は
、
4
月
10
日
㈭
か

ら
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
佐
倉

市
）
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
成
田
支
所

で
配
布
し
、
願
書
の
受
け
付
け
は
、

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
5
月

20
日
㈫
か
ら
22
日
㈭
ま
で
の
午
前
10

　主に乳児相談・幼児健診や両親学級などで活動
する非常勤職員を募集します。
対象　保健師または助産師免許を取得している人2人
勤務場所　保健福祉センター
勤務期間　４月～
勤務時間　午前９時～午後４時（１時間休憩あり）
※勤務日や勤務時間、勤務内容については相談に
応じます。
時給　1,390円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書に必要事項を記入し、保健師ま
たは助産師免許の写しを添えて、直接健康課母子
保健班　☎（497）3495へ

保健師・助産師の
非常勤職員を募集します

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

試
験
日

　
7
月
23
日
㈬

試
験
会
場

　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示

場
（
千
葉
市
）

申
・
問

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

◆
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
を
実
施

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
保
健

や
医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所
得
な
ど

の
状
況
を
世
帯
面
か
ら
総
合
的
に
把

握
し
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
に
役

立
て
る
た
め
に
「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
次
の
調
査
地
区
に
、
4
月
下
旬
頃

か
ら
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
た
統

計
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
配

布
と
回
収
を
行
う
の
で
、
調
査
の
趣

旨
を
理
解
の
上
で
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

調
査
地
区
　
大
山
口
2
丁
目
の
一
部

調
査
基
準
日

　
世
帯
票
・
6
月
5
日

㈭
　
所
得
票
・
7
月
10
日
㈭

問
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務

企
画
課

　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1

1
3
3

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄付者 住所 寄付者が使い道を指定した事業 寄付金額

匿名 ― 防犯対策及び交通安全対策の
推進に関する事業 750,000円

株式会社スタッフ
代表取締役　安藤二雄 市内 指定なし 300,000円

髙城靖雄 市内

防犯対策及び交通安全対策の推
進に関する事業、教育の充実に
関する事業、文化の振興及び文
化財の保護に関する事業

50,136円

千葉建労鎌ケ谷支部
代表者　神山守 鎌ケ谷市 指定なし 20,000円

SINCS　白井自然と芸術文化
の会　代表者　ひらた新子 市内 文化の振興に関する事業 40,000円

伊藤孝 市内 教育の充実に関する事業（大
山口小学校児童のために） 1,000,000円

皆川優、外崎未結、
岸依里奈 市内

高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業（冨士センター
の車椅子購入）

30,000円

匿名 ― 文化の振興及び文化財の保護
に関する事業 2,000円

1月から3月までの合計 2,192,136円

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
3
月
14
日
に
放
射
性
物

質
の
検
査
を
実
施
し
、
結
果
は
全
て

の
品
目
に
お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で

し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ

ツ
ナ
、
ナ
バ
ナ
、
カ
ラ
シ
ナ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

ふるさと農園　募集内容

農園名
募集
区画数

区画面積 利用料

法目ふるさ
と農園

17区画
30平方㍍

（5㍍×6㍍）
9,625円

折立ふるさ
と農園

17区画
60平方㍍

（10㍍×6㍍）
19,250円

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
」
の

受
け
入
れ
状
況
を

公
表
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
し

て
応
援
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
広
く

寄
付
金
を
募
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
寄

付
者
の
意
向
を
反
映
し
た
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
参

加
に
よ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
1
月
か
ら
3
月
末
ま
で
に
市
に
寄
せ
ら

れ
た
寄
付
金
の
受
け
入
れ
状
況
を
下
表
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
31
件
、
合
計
6
、
6

2
7
、 

1
6
0
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
寄
付
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
希
望
に
添
う
よ
う
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3
1
・

2

国際親善ミニサッカー大会
　市内や近隣に住む外国人と交流し、親善を深めるために「国際
親善ミニサッカー大会」を開催します。
　ブラジルやペルーなど、サッカー先進国と言われる国の人たち
と一緒にミニサッカーで国際交流をしませんか。
日時　5月18日㈰　午前8時30分～午後3時30分（小雨決行）
※雨天の場合は25日㈰に延期します。
場所　白井運動公園
対象　個人または6人以上のチーム
ゲーム形式　40㍍×30㍍のコートで
の6人制
参加費　個人1,500円、1チーム10,000円
■申　5月10日㈯までに電話で白井国際
交流協会事務局　坂口　☎080（5077）8184へ
■問　白井国際交流協会事務局　☎080（5077）8184、企画政策課
男女共同参画室　内線3355

サッカーを楽しみませんか



2014.4.15 6

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
5
月
13
日
㈫
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
5
月
30
日
㈮
・

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
2
・

 sy
ou
g
ai-g
ak

u
sy
u
u
@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へ

市指定文化財を指定しました
　文化財を現在に生かしながら未来に伝えるため、
市では指定文化財を指定し保護・活用をしています。
3月25日付けで新たに牧士川上家資料751点を追加指
定しました。指定された資料の一部を広報しろいで
連載中の「歴史のしずく」で紹介します。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

牧士川上家資料　（有形文化財・歴史資料）
　鎖帷子（くさりかたびら）や刀剣類、肖像画、古
文書など、江戸幕府の牧士に関係する資料を始め、
江戸時代の名主関係資料や、村長を務めていた明治
期の資料など、白井の歴史に大きくかかわる資料群
です。追加指定の結果、総指定点数は14,816点にな
ります。
写真　右上・川上英太郎肖像画（初代村長）、左上・
屋敷図、下・鎖帷子

ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
で
楽
し
く
は
じ
め
よ
う
！

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り

〜
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〜

　「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
以
下
「
ク
ラ
ブ
」）」
と
は
、
学
校

や
公
民
館
な
ど
、
地
域
の
身
近
な
施

設
を
活
動
拠
点
と
し
、
い
ろ
い
ろ
な

種
目
を
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
レ
ベ
ル
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
一
緒
に
活
動
し
、

地
域
で
自
主
運
営
す
る
地
域
密
着
型

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
文
部
科
学
省
が
策
定
し
た
「
ス
ポ

ー
ツ
基
本
計
画
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
「
新
し
い
公
共
」
を
担
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
れ
る
よ
う
、

各
市
区
町
村
に
、
少
な
く
と
も
1
つ

総
合
型
ク
ラ
ブ
が
育
成
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
基
本
計
画
の
目
標
を
大
き

く
上
回
り
、
現
在
4
つ
の
ク
ラ
ブ
が

設
立
さ
れ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
と
も
複
数
の
種
目
を
用

意
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
会
員
は
興
味

の
あ
る
種
目
に
い
く
つ
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
ど
の
ク
ラ
ブ
も
、
複
数
の
種

目
に
参
加
し
て
も
会
費
は
月
額
5
0

0
円
で
、
中
学
生
以
下
や
65
歳
以
上

の
人
は
さ
ら
に
料
金
が
低
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
自
主
運
営
を
基
本
と
す
る
ク
ラ
ブ

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
も
提

供
を
受
け
る
側
も
地
域
の
皆
さ
ん
で

す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
す

る
会
員
の
他
に
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
に

は
、
競
技
経
験
を
活
か
し
て
会
員
の

指
導
が
で
き
る
人
や
、
子
ど
も
と
接

す
る
こ
と
が
好
き
で
礼
儀
作
法
な
ど

を
き
ち
ん
と
教
え
ら
れ
る
人
、
パ
ソ

コ
ン
に
詳
し
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
管
理
が
で
き
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
材
が
必
要
で
す
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
」
と
期

待
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
を
、
自
分
の
得
意

分
野
で
支
え
る
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
皆
さ
ん
の
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
と
も
、
新
規
会
員
、
運

営
委
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
ク
ラ
ブ
も
無
料
体
験
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ス
ポ

ー
ツ
が
得
意
な
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
、
一
度
気
軽
に
ク
ラ
ブ
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

総合型地域スポーツクラブ

クラブ名
（略称）

桜台スポーツク
ラブ

（SSC）

スポーツコミュ
ニ テ ィ み な み

（SCみなみ）

ONスポーツクラ
ブ

（ONSC）

し ろ い ス ポ ー
ツ ヴ ィ レ ッ ジ

（SSV）

対象学校区 桜台中学校区 南山中学校区 大山口中学校区
七次台中学校区 白井中学校区

活動種目

●インディアカ
●ソフトバレー
●レジスタンス
トレーニング
●ショートテニス
●太極拳
●シニア・体力
アップ教室
●ウオーキング
＆ストレッチ
●グラウンド・
ゴルフ
●卓球
●テニス

●卓球
●ストレッチ・筋
力トレーニング
●太極拳
●バドミントン
●バレーボール
●ウオーキン
グ・ストレッチ
●合気道
●キッズ・スポー
ツ
●テニス
●吹き矢

●筋力トレーニン
グ＆ストレッチ
●バウンドテニス
●ウオーキング
＆ストレッチ
●硬式テニス
●卓球
●バドミントン
●模型飛行機

（フライト、製作
等）
●ソフトボール
●ソフトバレー
ボール

●グラウンド・
ゴルフ
●筋トレ・スト
レッチ
●ソフトテニス
●バドミントン
●硬式テニス
●模型飛行機

（フライト、製
作・勉強会）

連絡先 肥沼会長
☎（491）6694

鶴岡会長
☎（491）8704

石﨑会長
☎（491）5236

川上会長
☎（491）1717

白
井
市
民
大
学
校
新
入
学
生
を
募
集

み
ん
な
で
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
！

　
白
井
市
民
大
学
校
は
、
健
康
生
活

学
部
、
シ
ニ
ア
学
部
、
し
ろ
い
発
見

学
部
の
3
つ
の
学
部
を
設
け
、
学
部

ご
と
に
特
色
あ
る
講
座
を
実
施
し
、

健
康
的
な
生
活
の
実
践
や
主
体
的
な

学
習
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
の
魅
力

発
見
、
地
域
活
動
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平成26年度白井市民大学校受講生募集要項（抜粋）
募集
コース

健康生活学部
（10期生）

シニア学部
（10期生）

しろい発見学部
（5期生）

目標

　「健康」をキーワード
に体、心、地域の幅広い
視点からさまざまなテー
マで学習し、健康的な生
活や健康づくり活動の実
践を目指します。

高齢期を豊かに生きるた
めの班単位での学習を通
じて、友人や生きがいを
つくるとともに、生涯に
わたる主体的な学習の実
践を目指します。

地域をテーマに見て、聞
いて、歩いて学習し、し
ろいの魅力を発見すると
ともに、地域への愛着と
生きがいのある生活の実
践を目指します。

対象

市内在住・在勤の40歳
以上（平成26年3月31日
現在）　30人
※健康生活学部、シニ
ア学部9期受講生は除き
ます。

市内在住･在勤の60歳以
上（平成26年3月31日現
在）　30人
※シニア学部受講生は
除きます。

市内在住･在勤の40歳以
上（平成26年3月31日現
在）　25人
※しろい発見学部、シ
ニア学部9期受講生は除
きます。

おおむね80㌫以上の講座を受講できる、学習成果を地域生活で実践し積極的
に生かす意欲があり、健康に支障のない人（応募者多数の場合は、過去の受
講歴を考慮した上で公開抽選会により決定）
※過去3回以上入学した人は除きます。

修業年限 1年（月2日程度） 2年（月2日程度） 1年（月2日程度）

　
入
学
生
の
多
く
は
シ
ニ
ア
世
代
で
、

積
極
的
に
学
び
、
楽
し
く
交
流
し
、

た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
、
卒
業

後
は
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
を
希
望
す
る
人
は
、
入
学
案

内
（
生
涯
学
習
課
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
北
総
鉄
道
白
井
駅

お
よ
び
西
白
井
駅
に
あ
り
ま
す
）
で

入
学
資
格
、
各
学
部
の
目
標
、
実
施

日
時
、
講
座
テ
ー
マ
な
ど
の
詳
細
を

必
ず
確
認
し
た
う
え
で
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

受
講
料
　
各
学
部
3
、
0
0
0
円

（
保
険
代
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
負

担
分
の
一
部
を
含
む
）

申
・
問

　
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
5
月
20
日
㈫
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
班
内
線
3
4
3

1
・
2

 sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

入
学
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　
白
井
市
民
大
学
校
に
つ
い
て
初
め

て
知
っ
た
人
や
、
ど
の
コ
ー
ス
を
選

ん
だ
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
、
コ

ー
ス
の
特
色
を
詳
し
く
知
り
た
い
人

な
ど
、
白
井
市
民
大
学
校
の
入
学
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
つ
い
て

電
話
や
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
1
・
2

なし坊の文化財解説シート
ができました
　市内の文化
財をわかりや
すく解説する
シートができ
ました。
　今回作成し
た の は、 国 指
定重要文化財
の「滝田家住宅」と県指定文化財の「延命寺観音
堂」の２種類です。
　「なし坊の文化財解説シート」は、郷土資料館
で配布しています。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

なし坊の文化財解説シート

講座の様子

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

　
今
回
の
大
会
は
、
7
月
に
行
わ
れ

る
「
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会
」
の
選

手
選
考
会
も
兼
ね
て
実
施
し
ま
す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
5
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰

場
所
　
白
井
中
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
・
在
学

者
で
構
成
さ
れ
た
7
人
以
上
（
う
ち

市
内
在
住
者
3
名
以
上
）
の
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
5
月
3
日
㈷
（
必
着
）
ま
で

に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5



小
刀
（
逆さ

か
ば
と
う

刃
刀
）

　
平
成
26
年
3
月
25
日
に
市
指
定

文
化
財
「
牧も

く
士し

川
上
家
資
料
」
に

7
5
1
点
の
文
化
財
が
追
加
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
一

風
変
わ
っ
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　
通
常
の
刀
と
は
逆
に
、
峰
に
あ

た
る
部
分
が
刃
に
、
刃
に
あ
た
る

部
分
が
峰
と
な
っ
た
小
刀
で
「
逆

刃
刀
」
と
仮
称
し
ま
し
た
。
小
刀

の
反
り
は
浅
く
、
全
長
は
28
・
2

㌢
㍍
で
、
銘
は
あ
り
ま
せ
ん
。
刀

身
は
サ
ビ
て
い
る
た
め
、
刃
文
は

見
え
ま
せ
ん
。
柄つ

か
は
鮫さ

め
が
わ皮
を
巻
き
、

目め

貫ぬ
き
に
羅
漢
を
付
け
ま
す
。
鞘さ

や
も

通
常
の
日
本
刀
の
も
の
と
は
異
な

り
、
赤
漆
塗
で
幅
が
広
く
、
先
端

の
孔こ

う
に
組

く
み
ひ
も紐
が
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
小
刀
は
市
教
育
委
員
会
が
、

「
牧
士
川
上
家
資
料
」
か
ら
漏
れ

て
い
る
文
化
財
が
無
い
か
を
確
認

す
る
た
め
の
調
査
中
に
旧
家
の
倉

か
ら
発
見
し
た
も
の
で
す
。

　
刀
剣
を
個
人
が
所
持
す
る
に
は

美
術
品
と
し
て
の
登
録
が
必
要
で

す
。
警
察
に
発
見
の
届
け
出
を
行

っ
た
上
で
、
県
教
育
委
員
会
で
の

登
録
審
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ

の
小
刀
は
柄
の
中
に
あ
た
る
茎

な
か
ごの

部
分
が
小
さ
く
、
日
本
刀
の
製
法

に
の
っ
と
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

刀
剣
登
録
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
所
有
者
か
ら
市
に
寄
贈

を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
刃
と
峰
が
逆
に
な
っ
た
逆
刃
刀

は
こ
れ
ま
で
漫
画
に
登
場
す
る
架

空
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
小
刀
は
漫
画
の
も
の

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
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と
は
い
ろ
い
ろ
異
な
る
所
が
あ
り

ま
す
が
、
現
時
点
で
は
他
に
類
例

の
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
小
刀
が
ど
の
よ
う
な
目
的

で
作
ら
れ
た
の
か
は
、
史
料
が
残

さ
れ
て
お
ら
ず
、
は
っ
き
り
と
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
刀
の
形
状
や
拵

こ
し
ら
え

か
ら
見
て
実
用
品
で
は
な
く
、
観

賞
の
た
め
の
品
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
小
刀
が
発
見
さ
れ
た
家
は
、

江
戸
時
代
後
期
に
牧
士
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
牧
士
は「
苗
字
帯
刀
」

が
許
さ
れ
て
お
り
、
市
教
育
委
員

会
で
は
こ
の
小
刀
も
牧
士
関
係
資

料
と
考
え
て
い
ま
す
。
刀
剣
の
専

門
家
か
ら
は
明
治
期
に
作
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
検
証
が
必
要

な
点
は
あ
り
ま
す
が
「
牧
士
川
上

家
資
料
」
で
は
、
牧
士
を
務
め
た

川
上
家
に
伝
わ
る
江
戸
時
代
か
ら

近
現
代
に
か
け
て
の
歴
史
資
料
群

を
一
括
し
て
指
定
し
て
お
り
、
そ

の
資
料
群
の
う
ち
の
一
点
と
し
て

市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
刀
（
逆
刃
刀
）
は
市

郷
土
資
料
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

小刀（逆刃刀）

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

日程 内容
5月17日㈯ はじめましての会～レクゲームを楽しもう！～
6月14日㈯ しろい探検隊～未開の地の開拓～

7月19日㈯ どこまで行くの？シャボン玉
～割れないシャボン玉を作ろう～

8月23日㈯ 夏休み増刊スペシャル
11月22日㈯ ティーパーティでなごみましょ♪
12月20日㈯ オリジナルツリーを作ろう
2月21日㈯ お別れパーティー

　友達と一緒に体験を通してさまざまなことを学んでみよう。
日程・内容　下表のとおり
時間　午前10時～正午
対象　小学生　15人（申し込み順）
参加費　1,000円（材料費）
■申　4月22日㈫までに電話か直接
西白井複合センターへ

西   キッズクラブ

子

ど

も

駅  

ジ
ョ
イ
キ
ッ
ズ

　
み
ん
な
で
楽
し
く
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
作
る
年
間
登
録
制
の
ク
ラ
ブ
で

す
。

　
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
自

分
た
ち
で
作
っ
た
作
品
を
販
売
し
、

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
へ
の
寄
付
も
行
い

ま
す
。

日
程
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

花
と
楽
し
む
会

　
季
節
の
花
を
楽
し
む
年
間
登
録
制

の
講
座
で
す
。

日
時
　
5
月
10
日
㈯
か
ら
平
成
27
年

3
月
ま
で
の
毎
月
第
2
土
曜
日
（
全

7
回
・
8
、
9
、
10
、
1
月
は
休
み
）

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
　
15
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
は
さ
み
、
ミ
ニ
タ
オ
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
1
枚
、
新
聞
紙

1
枚

参
加
費

　
1
回
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
動
物
パ
ン
作
り
」

　
親
子
で
楽
し
く
パ
ン
を
作
っ
て
み

よ
う
。

日
時
　
5
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
12

ジョイキッズ日程表
日程 内容

5月10日㈯ イルミネーションツリー
7月12日㈯ プラバンアクセサリー
10月4日㈯ ステンシル
11月8日㈯ ラッピングボックス
1月10日㈯ スクラップブッキング
2月14日㈯ プチパーティー

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
の
容
器
、
飲
み
物

参
加
費
　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

公  

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ボ
ン
ゴ
レ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
作
っ
て

み
ん
な
で
食
べ
よ
う
。

日
時
　
5
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
　
16
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
13
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

布
ぞ
う
り
作
り
講
習

　
カ
ラ
フ
ル
な
布
を
使
っ
て
、
気
持

ち
の
良
い
履
き
心
地
の「
布
ぞ
う
り
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　  

午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
1
㍍
×
2
㍍
の
布

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
吹
き

矢
講
座

　
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、
吹
き

矢
を
行
い
な
が
ら
体
力
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
。
使
用
す
る
吹
き
矢
も
自
分

で
作
り
ま
す
。

日
時
　
5
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

6
月
4
日
・
11
日
（
各
水
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
鶴

岡
忠
幸
さ
ん

持
ち
物
　
運
動
靴
、
2
回
目
の
み
は

さ
み

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

平成26年度文化センター
祝日開館日・臨時休館日

　文化センター（文化会館・図書館・郷土資料館・
プラネタリウム館）は月曜日と祝日、年末年始（12
月28日～ 1月4日）を休館としていますが、祝日が土・
日曜日に重なる場合と文化の日は開館します。
　平成26年度は、下表のとおり開館日と臨時休館日
を変更します。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

平成26年度の祝日開館日および臨時休館日
開館日 臨時休館日

5月3日㈷ 5月13日㈫
5月4日㈷ 5月20日㈫
11月3日㈷ 11月4日㈫
11月23日㈷ 11月25日㈫
3月21日㈷ 3月24日㈫

市民ゴルフ大会申し込み先
氏名・名称 住所・所在地 電話番号

木下智義 桜台2－6－2－705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826-31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2－6－4－103 （491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4－2－3 （491）0982
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
新
緑
の
中
で
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程
　
5
月
27
日
㈫

場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法
　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

プ
レ
ー
費

　
1
4
、5
0
0
円（
キ
ャ

デ
ィ
ー
付
き
、
昼
食
費
含
む
）

申
　
5
月
1
日
㈭
ま
で
に
直
接
左
表

の
申
し
込
み
先
へ

問
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　
田
上

☎
（
4
9
1
）
2
2
5
3
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4

3
5

履き心地のよい布ぞうり

2014.4.157



子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

西  
親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

「
ア
ロ
マ
が
香
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
体
験
」
も
行
い
ま
す
。
事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
、
保
護
者
だ
け
で

も
、
子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ア
ロ
マ
の
香
り
と
心
地
よ
い
マ

ッ
サ
ー
ジ
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
17
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
子
育
て
中
の
保
護
者

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

西  

お
も
ち
ゃ
の
広
場

　「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
木

の
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
親
子
で
遊
び
ま

せ
ん
か
。

　
子
育
て
支
援
団
体
「
な
ご
み
」
と

N
P
O
法
人
グ
ッ
ト
ト
イ
委
員
会
が

一
緒
に
開
催
す
る
広
場
で
す
。
子
ど

も
と
の
接
し
方
や
子
育
て
の
悩
み
な

ど
を
み
ん
な
で
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
24
日
㈭
、
6
月
5
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
1
歳
か
ら
未
就
園
児
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
時
間
を
区

切
っ
て
の
案
内
と
な
り
ま
す
。

駅  

子
育
て
サ
ロ
ン

　
い
ろ
い
ろ
な
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
り
、
茶
話
会
な
ど
に
参
加
し

て
、
子
育
て
の
悩
み
を
吹
き
飛
ば
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
8
日
、
6
月
12
日
、
7

月
10
日
、
9
月
11
日
、
10
月
9
日

（
各
木
曜
日
・
全
5
回
）　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

※
10
月
9
日
の
み
午
前
11
時
50
分
ま

で
に
な
り
ま
す
。

桜   まいタイ倶楽部
　タイ料理に挑戦し、異国の食材に触れてみませんか。
日程・メニュー　下表のとおり（全３回）
時間　午前10時～午後1時
対象　市内在住・在勤一般　16人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、布巾
参加費　2,000円（材料費）
■申　4月30日㈬までに電話か直接桜台
センターへ

日程 メニュー

5月16日㈮ カオパッ（タイ風チャ
ーハン）など

6月20日㈮ ラープ（ひき肉炒
いた

め）
など

7月18日㈮ トムヤムラーメン（お
米麺）など

対
象

　
小
学
生
以
上
の
子
が
い
る
保

護
者

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
健
康
運
動
指
導
士

　
亀
山
美

由
紀
さ
ん 

ほ
か

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費

ほ
か
）

申
　
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  
子
ど
も
と
一
緒
の
ヨ
ガ

　
た
ま
に
は
体
を
動
か
し
た
い
と
い

う
マ
マ
の
た
め
の
ヨ
ガ
で
す
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
一
緒
に
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
9
日
㈮
・
23
日
㈮
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象

　
2
回
と
も
参
加
で
き
る
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

　
12
組
（
申
し
込

み
順
）

講
師

　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

森
下
由
美
子
さ
ん

持
ち
物

　
飲
み
物
、
子
ど
も
が
遊
ぶ

お
も
ち
ゃ

参
加
費
　
5
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
5
月
7
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

パ
パ
と
一
緒
に
リ
ズ

ム
あ
そ
び

　
お
と
う
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
5
月
10
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

2
時
30
分

対
象

　
1
歳
6
カ
月
以
上
の
幼
児
と

父
親
ま
た
は
祖
父
　
30
組
（
申
し
込

み
順
）

講
師
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

　
沖
本
真
季
さ
ん

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
4
月
16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
児
童
館
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　「
ポ
ン
ポ
ン
ボ
ー
ル
」
を
作
っ
て

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
12
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
7
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
ク
ロ
ッ
ク
」を
作
っ

た
後
、
リ
ズ
ム
遊
び
や
触
れ
合
い
遊

び
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
5
月
28
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
か
ら
未
就
園
児
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
5
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

西  

英
国
風
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ

　
本
場
の
英
国
風
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
気
軽
に
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
25
日
、
5
月
23
日
、
6

月
27
日
、
7
月
25
日
、
8
月
22
日

（
各
金
曜
日
・
全
5
回
）　
午
前
10

時
〜
正
午
　

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
準
会
員
　
下
村

紀
子
さ
ん

持
ち
物
　
生
け
花
用
は
さ
み
、
持
ち

帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
1
回
1
、
3
0
0
円
（
材

料
費
ほ
か
）

申
　
4
月
20
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   

集
い
の
場
「
コ
ト
コ

トC
a
fe

」
オ
ー
プ
ン

　「
コ
ト
コ
トC

a
fe

」
は
、
食
を

通
じ
て
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
」
と
し

て
、
毎
月
第
2
金
曜
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　
日
替
わ
り
で
シ
ェ
フ
が
交
代
す
る

「
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
」
の
ラ
ン
チ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一

つ
の
参
加
や
、
両
方
と
も
参
加
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
シ
ェ
フ
に
な
り
た
い
人
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

日
程

　
5
月
9
日
㈮

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
ネ
ク
タ
イ
生
地
で「
ミ
ニ
ポ
ー
チ
」

を
作
り
ま
す
。

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
裁
縫
道
具

参
加
費
　
1
5
0
円
（
材
料
費
）

②
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
の
ラ
ン
チ

　
メ
ニ
ュ
ー
は
豚
肉
の
角
煮
、
白
井

産
有
機
野
菜
の
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、

デ
ザ
ー
ト
で
す
。

時
間
　
正
午
〜
午
後
2
時

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

昼
食
代
　
5
0
0
円

申
　
5
月
1
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   
初
級
点
字
講
習
会

　
視
覚
障
害
者
の
情
報
収
集
の
手
段

で
あ
る
、
点
字
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
無
料
講
習
会
で
す
。

　
講
習
会
終
了
後
は
点
字
サ
ー
ク
ル

「
あ
や
の
会
」
な
ど
で
継
続
的
に
学

び
な
が
ら
、
視
覚
障
害
者
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
、
6
月
6
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　 

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福   

就
労
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
講
座

　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
実
践
に
役
立
つ
知
識
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

【
初
級
平
日
コ
ー
ス
】

①
ロ
ー
マ
字
入
力
の
練
習
（
2
時
間
）

日
時
　
5
月
19
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

正
午

②
ワ
ー
ド
ま
た
は
エ
ク
セ
ル
（
各
8

時
間
）

日
程
　
5
月
20
日
㈫
〜
23
日
㈮
（
全

4
回
・
）

時
間

　
ワ
ー
ド
・
午
前
10
時
〜
正
午
、

エ
ク
セ
ル
・
午
後
1
時
〜
3
時

【
初
級
土
曜
コ
ー
ス
】

ワ
ー
ド
ま
た
は
エ
ク
セ
ル（
各
8
時
間
）

日
程

　
5
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
（
各
土
曜
日
・
全
4
回
）

時
間
　
ワ
ー
ド
・
午
前
10
時
〜
正
午
、

エ
ク
セ
ル
・
午
後
1
時
〜
3
時

【
共
通
】

対
象
　
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

各
コ
ー
ス
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
時
間
6
0
0
円

※
母
子
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て

い
る
世
帯
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
に
準
ず

る
経
済
的
に
困
っ
て
る
女
性
を
優
先

し
、
そ
の
際
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。

保
育

　
6
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

子
　
8
人
（
要
事
前
予
約
）　

※
保
育
は
別
に
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

申
　
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

コ  「
今
井
の
桜
」
の
写

真
を
募
集
し
ま
す

　「
今
井
の
桜
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
今
井
の
桜
」
の
写

真
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た

が
撮
影
し
た
自
慢
の
写
真
を
展
示
し

ま
せ
ん
か
。

展
示
期
間
　
5
月
12
日
㈪
〜
6
月
16

日
㈪

※
作
品
は
終
了
後
に
返
却
し
ま
す
。

申
　
4
月
16
日
㈬
か
ら
30
日
㈬
ま
で

に
A
4
か
A
3
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト

し
た
写
真
（
1
人
2
点
ま
で
）
を
持

参
の
上
、
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ

桜   「
コ
ッ
コ
倶
楽
部
」

大
人
の
手
芸
教
室

　
思
い
出
の
着
物
を
ほ
ど
い
て
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の「
被
布
」を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
13
日
、
6
月
10
日
、
7

月
8
日
、10
月
14
日
、11
月
11
日
（
各

火
曜
日
・
全
5
回
）　  

午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
長
さ
50
㌢
㍍
の
着
物
の
布
、

絹
糸
、
裁
縫
道
具

参
加
費

　
5
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

初
級
朗
読
講
習
会

　
視
覚
障
害
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

朗
読
（
音
声
訳
）
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
無
料
講
習
会
で
す
。

　
講
習
会
終
了
後
は
、
広
報
紙
な
ど

の
音
訳
を
行
っ
て
い
る
「
白
井
市
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
や
ま
び
こ
」
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
5
月
14
日
・
28
日
、
6
月
4

日
・
11
日
・
25
日
、
7
月
2
日
（
各

水
曜
日
・
全
6
回
）　  

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

西  

映
画
上
映
会

　
原
節
子
主
演
「
青
い
山
脈
」
を
上

映
し
ま
す
。
懐
か
し
の
映
画
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
16
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

4
時
10
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

カオパッ

ラープ

トムヤムラーメン

コ  白井の探索
～歴史と文化にふれる～
　市役所から富ヶ谷鳥見神社・光明寺・白井木
戸公園を散策しながら、歴史に触れてみませんか。
日時　5月19日㈪　午前10時～正午（小雨決行）
集合場所・解散場所　市役所正面玄関前
対象　市内在住・在勤一般　20人（申し込み順）
講師　しろいふるさとガイドの会　池川悟さん
持ち物　タオル、飲み物、筆記用具
■申　4月16日㈬の午前9時から5月10日㈯までに
電話か直接白井コミュニティセンターへ

富ヶ谷鳥見神社 白井木戸公園

英国風フラワーアレ
ンジメント
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イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
動
物

愛
護
事
業

　
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
や
猫
を
探
し
て
い
る
人
や
譲
渡

し
た
い
飼
い
主
と
の
出
会
い
の
場
で

す
。

日
程
　
4
月
13
日
、
5
月
11
日
、
6

月
8
日
（
各
日
曜
日
）　
時
間
　
犬

や
猫
を
探
し
て
い
る
人
　
午
前
9
時

◆
ア
ロ
マ
サ
ー
ク
ル
「
C
h
ｏ
u

C
h
ｏ
u
（
シ
ュ
シ
ュ
）」
会
員
募
集

　
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し

ま
す
。
ア
ロ
マ
に
興
味
が
あ
る
人
を

対
象
に
体
験
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
で
癒
や
さ

れ
な
が
ら
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
28
日
、
6
月
25
日
、
9

月
24
日
、
10
月
22
日
、
11
月
26
日
、

12
月
17
日
、
平
成
27
年
2
月
25
日
、

4
月
22
日
（
各
水
曜
日
・
全
8
回
）

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

※
1
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

　
定
員

　
各

回
12
人
　
参
加
費
　
1
・
2
回
目
1
、

5
0
0
円
、
3
回
目
以
降
1
、0
0

0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

問
　
根
村
☎
0
9
0
（
4
1
8
6
）

7
7
2
9

◆
白
井
俳
句
会
会
員
募
集

　
俳
句
は
日
本
人
の
心
で
す
。
世
界

で
一
番
短
い
詩
の
俳
句
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
金
曜
日
　
午
後
1

時
〜
4
時
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

講
師
　
俳
人
協
会
　
吉
川
禮
子
理
事

月
会
費

　
2
、
0
0
0
円
（
事
務
費

ほ
か
）

問
　
柳
沢
☎
（
4
4
4
）
7
0
9
3

◆
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
は
ま
な
す
」
会

員
募
集

　
歌
の
好
き
な
人
、
楽
し
く
一
緒
に

歌
い
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
い

つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
金
曜
日
（
月
3
回
）

午
後
1
時
〜
3
時

　
場
所

　
桜
台
セ

ン
タ
ー

　
講
師
　
コ
ー
ラ
ス
指
導

高
野
幸
恵
さ
ん

　
月
会
費
　
2
、
0

0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
谷
嶋
☎
（
4
9
7
）
0
7
5
8

30
分
〜
11
時
、
犬
や
猫
を
譲
渡
し
た

い
人
　
午
前
10
時
〜
11
時

②
一
般
譲
渡
会

　
犬
や
猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
24
日
、
5
月
22
日
、
6

月
26
日
（
各
木
曜
日
）　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

③
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
子
犬
の
育
て
方
や
し
つ
け
方
法
を

学
べ
ま
す
。

日
程

　
4
月
26
日
、
5
月
24
日
、
6

月
28
日
（
各
土
曜
日
）

※
開
催
時
間
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

④
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
程
　
5
月
11
日
㈰
、
6
月
8
日
㈰

時
間
　
基
礎
講
座
　
午
後
1
時
〜
2

時
30
分
、
実
技
講
座
　
午
後
2
時
〜

4
時
　

※
実
技
講
座
の
み
参
加
費
3
、0
0

0
円（
資
料
代
ほ
か
）が
掛
か
り
ま
す
。

問
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎

0
4
7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

◆
白
鳥
の
写
真
展

　
毎
年
11
月
か
ら
3
月
中
旬
頃
ま
で

越
冬
の
た
め
、
清
水
口
調
整
池
に
飛

来
す
る
大
白
鳥
の
写
真
展
（
写
真
約

80
点
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
18
日
㈮
〜
27
日
㈰

　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
武
石
☎
（
4
9
1
）
8
3
7
7

◆
千
葉
大
学
園
芸
学
部
公
開
講
座

「
食
の
安
全
と
安
心
1（
安
全
編
）」

　
4
月
18
日
㈮
か
ら
7
月
25
日
㈮
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
に
「
食
の
安
全
と

安
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
無
料
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
4
時
10
分
〜
5
時
40
分

場
所
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
戸
定
が

丘
ホ
ー
ル
（
松
戸
市
）　
対
象
　
一

般
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）　

問
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
学
務
係
☎

0
4
7
（
3
0
8
）
8
7
1
2

◆
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
開
店
7
周
年
イ
ベ
ン
ト

　
や
お
ぱ
ぁ
く
店
内
で
1
、
0
0
0

円
以
上
買
い
物
を
し
た
人
を
対
象
に
、

先
着
50
人
に
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
地
場
産
野

菜
の
特
売
や
焼
き
そ
ば
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

赤
飯
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
J
A
西
印
旛
農
産
物

直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」

問
　
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所

「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不

要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
バ
レ
エ
・
ス
テ

ュ
ー
デ
ィ
オ
定
期
公
演

　
20
周
年
を
記
念
し
「
く
る
み
割
り

人
形
」
を
上
演
し
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈰

　
午
後
3
時
30
分
〜

（
開
場

　
午
後
3
時
〜
）　
場
所

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
対
象

　
一
般

入
場
料

　
無
料

申
・
問

　
観
覧
を
希
望
す
る
人
は
電

話
で
小
銭
☎
0
8
0
（
9
1
5
2
）

5
7
1
7
へ

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　
和
太
鼓
の
演
奏
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
や
「
こ
い
の
ぼ
り
潜

り
」
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
た
く
さ

ん
行
い
ま
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
会
場
で
4
月
27
日

㈰
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
揚
げ
ま
す
。

※
使
用
し
て
い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
が

あ
れ
ば
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
5
月
4
日
㈷

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
時
は
5
月
5
日
㈷

に
延
期
）　  

場
所
　
冨
士
中
予
定
地

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
冨
士
）

問
　
こ
い
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会

☎
（
4
4
6
）
2
6
0
0
（
火
・
木
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◆
キ
ン
ラ
ン（
金
蘭
）な
ど
春
の
花
々

の
観
察
会

　
白
井
市
谷
田
の
企
業
庁
用
地
に
は
、

春
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
き

誇
り
ま
す
。

　
一
緒
に
花
々
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
6
日
㈫
　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　
集

合
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
資
料
代
・
保

険
代
、
小
学
生
以
下
は
無
料
）

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
谷
田

武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会

　
齋
藤
☎

（
4
9
1
）
8
3
5
7
へ

◆
初
夏
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の

会
の
共
催
で
、
谷
田
地
区
「
沢
山
の

泉
」
周
辺
の
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
い

ま
す
。
各
自
の
体
力
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
緑
の
中
で
気
持
ち
良
い
汗

を
か
き
ま
せ
ん
か
。

※
簡
単
な
昼
食
が
付
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
11
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
小
雨
決
行
・
雨
天
時
は

5
月
12
日
㈪
に
延
期
）　
集
合
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　
定
員

　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
で
白
井
の
自
然
を
考

え
る
会
　
山
口
☎
（
4
9
1
）
9
2
9

1
へ

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児
支
援

講
座
「
小
児
科
の
か
か
り
方
と
ホ
ー

ム
ケ
ア
」

　
入
退
出
自
由
の
講
座
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
5
月
14
日
㈬

　
午
前
10
時
30

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
カ
ウ
ラ
レ
イ
フ
ラ

チ
ー
ム
・
キ
エ
レ
」
会
員
募
集

　
見
学
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
　
午

前
10
時
〜
正
午

※
第
1
・
3
火
曜
日
は
自
主
練
習
と

な
り
ま
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
一
般
女
性
　
講
師
　
フ
ラ
ダ
ン

ス
講
師
　
リ
リ
エ
・
モ
ク
ワ
エ
ナ
・

ポ
ー
マ
イ
カ
イ
・
パ
ウ
オ
レ
さ
ん
　

入
会
費
　
1
、
0
0
0
円
　
月
会
費

3
、
0
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
望
月
☎
（
4
9
2
）
2
1
2
2

◆
「
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
ナ
ー
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
募
集

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ポ
ッ
プ
ス
や
懐

メ
ロ
歌
謡
、
唱
歌
な
ど
を
演
奏
し
て

い
る
楽
団
で
す
。
現
在
9
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
入

れ
て
「
ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
・
グ
ラ
ン

ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」を
目
指
し
ま
す
。

　
活
動
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
西
脇
☎
0
9
0
（
9
8
2
1
）

6
7
1
7

◆
大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所
の

補
助
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
資
格
要
件
や
応
募
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補助指導員募集要項

勤務日時
週3日勤務　午後1時～ 7時
※学校休校日は午前8時～午後7時
のシフト制

勤務場所 大山口あおぞら学童保育所（大山
口小学校敷地内）

時給 850円以上（別途通勤手当あり）

■問　大山口あおぞら学童保育所☎（491）2364
（平日の正午～午後 7 時）

　地域産業の振興や発展と活性化、市民の交流を図
るために開催する「白井産業まつり」の出展者（団
体・個人）を募集します。
開催日時　6月28日㈯　午前9時30
分～午後4時
場所　白井コミュニティセンター
対象　市内に事務所・店舗があり、
製品・商品・サービス・取り組みな
どを展示・販売・宣伝できる事業者、店舗、経営者
貸出品目　仕切りパネル１枚、机１台、椅子４脚
募集区画数　25区画（申し込み順）
参加費　1区画（約5平方㍍）　1,000円
■申　4月16日㈬の午前9時から5月11日㈰の午後5時
までに参加費持参の上、直接白井コミュニティセン
ターへ

コ  「第３回白井産業まつり」
出展者募集

分
〜
正
午

　
場
所

　
印
西
市
立
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
　
対
象
　

育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族
　
講
師

く
や
ま
小
児
科
医
院
　
久
山
登
院
長

参
加
費
　
無
料
　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛こ

う
も
ん門・
人

工
膀ぼ

う
こ
う胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　 

「
最
新
の
泌
尿
器
科
手
術
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
演
会
の
ほ
か
、
補
装

具
の
展
示
相
談
会
や
情
報
交
換
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
17
日
㈯
　
正
午
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び

そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
　
講

師
　
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
泌
尿
器

科
医
長
　
深
沢
賢
さ
ん
　
参
加
費
　

無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉

県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
事
務
所
☎
0
4

3
（
3
0
9
）
7
5
7
1
・

0
4

3
（
3
0
9
）
7
5
7
2
（
月
・
火
・

金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
東
葛
山
の
会
公
開
ハ
イ
キ
ン
グ

　
飯
盛
山
の
新
緑
と
つ
つ
じ
、
目
の

前
に
そ
び
え
る
八
ヶ
岳
・
富
士
山
と

3
6
0
度
の
展
望
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
（
全
体
で
約
4
時
間
の
行
程
）。

日
程

　
5
月
25
日
㈰

　
集
合
時
間
・

場
所
　
午
前
5
時
30
分
・
鎌
ケ
谷
市

役
所
　
対
象
　
一
般
　
30
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
参
加
費

6
、
0
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

※
説
明
会
を
5
月
11
日
㈰
午
後
3
時

か
ら
鎌
ケ
谷
市
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
。

申
　
往
復
は
が
き
に
参
加
者
（
何
人

で
も
可
）
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）  

、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
4
月
21
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
〒
2
7
3
―
0
1
2
2

　
鎌
ケ

谷
市
東
初
富
4
―
7
―
2

　
四
元
一

成
へ

問
　
池
谷
☎
0
9
0
（
3
0
0
1
）

1
8
1
3

2014.4.159



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.4.15 10み ん な の ひ ろ ば

　3月16日、障害児者のためのス
ポーツクラブ「しろいチャレンジ
ド・スポーツクラブ」の設立総会
が開催されました。障害児者のみ
のスポーツクラブとしては、県内
初となります。
　当クラブは、スポーツ推進委員
の石崎さんが中心となり、保護者
やスポーツ推進員と協力して設立
されました。現在、障害児者とその家族の約50人で構成され、白井コミュ
ニティセンターで活動しています。初代会長になられた石崎さんは、「誰
もがスポーツ活動を通じて、健康づくり、体づくり、交流づくり、仲間
づくり、自分づくりを行い、これから会員を増やしていきたい」と抱負
を述べられました。今後のクラブの発展を期待します。
問　しろいチャレンジド・スポーツクラブ　{  461challenged@gmail.com

　3月15日の「コミセンフェス
タ」で、白井コミュニティセ
ンターで活動している「白井S
級グルメの会」の皆さんが作
成した「白井の梨おいしい♪
レシピ集」が紹介されました。
　この会は、平成23年6月のセ
ンターオープン時に始まった

「市の豊富な農産物を利用したオリジナルの料理を創作して、まちおこし
や市民の交流の場になる会を作ること」を目的にした自主事業から生ま
れたもので、「ふるさとまつり」などのイベントで市民の皆さんに創作料
理を提供したり紹介する活動をしています。
　レシピ集には、これまでに考案した50種類のメニューの中から、「梨キ
ムチ」「梨のキーマカレー」「梨マドレーヌ」などの梨を使った11品が紹
介されています。会の皆さんは、「梨の時期に、このレシピ集でいろいろ
な料理を作って改めて白井の良さを感じてほしい」と話していました。
　レシピ集はセンターで無料配布されています。この夏は、梨レシピに
チャレンジしてみてはいかがですか。 

殺
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
世
界
中
を
見
て
も
貴
重
な

事
実
で
あ
り
、
戦
争
を
放
棄
す
る

こ
と
を
国
際
的
に
宣
言
し
た
憲
法

九
条
の
お
か
げ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

国
際
紛
争
を
武
力
で
は
な
く
、
話

し
合
い
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
日

本
の
憲
法
九
条
は
、
世
界
の
宝
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
憲
法
九
条
に
関

連
し
た「
講
演
会
」や「
学
習
会
」

を
開
催
し
た
り
、「
市
民
活
動
ま

つ
り
」
や
「
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

に
も
参
加
し
「
似
顔
絵
描
き
」
と

「
焼
き
鳥
の
販
売
」
を
行
い
、
毎

年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
が
終
わ
り
秋
も
深
ま

る
こ
ろ
に
は
、
戦
跡
め
ぐ
り
を
兼

ね
て
名
所
旧
跡
を
楽
し
む
「
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

日
本
国
憲
法

　
第
九
条

　
日
本
国

民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す

る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力

に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

二
　
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ

れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

憲
法
九
条
を
守
り
、

戦
争
の
な
い
世
界
を

作
ろ
う

　
日
本
を
「
戦
争
を
し
な
い
国
」

で
あ
り
続
け
る
た
め
、
憲
法
九
条

を
守
り
、
生
か
そ
う
と
、
大
江
健

三
郎
さ
ん
、
澤
地
久
枝
さ
ん
、
井

上
ひ
さ
し
さ
ん
ら
著
名
な
9
人
が

『
九
条
の
会
』
を
2
0
0
4
年

6
月
に
発
足
さ
せ
、
広
く
日
本
中

に
賛
同
と
連
帯
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　「
し
ろ
い
・
九
条
の
会
」
は
、

こ
の
呼
び
か
け
に
賛
同
す
る
有
志

に
よ
っ
て
2
0
0
5
年
6
月
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。「
九
条
を
守
る
」

の
一
点
で
集
ま
り
、
学
習
を
通
し

て
自
ら
や
多
く
の
人
が
、
憲
法
九

条
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
69
年
間
、
日
本
は
1
人
も

戦
死
者
を
出
さ
ず
、
戦
争
で
人
を

て
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
が
「
海
外

で
戦
争
を
す
る
国
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
学
習
会
、
講
演
会
、
バ

ス
ツ
ア
ー
、
会
報
発
行
な
ど
憲
法

九
条
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
戦
争
は
人
権
侵
害
、
そ
し
て
環

境
破
壊
で
す
。
子
ど
も
や
孫
た
ち

に
戦
争
の
悲
惨
さ
、
醜
さ
を
体
験

さ
せ
た
く
な
い
人
、
憲
法
九
条
の

精
神
に
共
感
す
る
人
は
一
緒
に
憲

法
九
条
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

体
力
に
自
信
の
な
い
人
も
無
理
な

く
続
け
て
い
け
ま
す
。
会
員
は
現

在
1
0
0
人
で
、
会
費
は
年
間
千

円
、
入
会
金
は
不
要
で
す
。
入
会

は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
伊
藤
☎
（
4
9
1
）

8
6
0
6

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

昨
年
は
茨
城
県
阿
見
町
の
予
科
練

平
和
記
念
館
・
雄
ゆ
う
し
ょ
う翔
館
の
見
学

や
霞
ヶ
浦
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
今
の
日
本
は
、
憲
法
を
め
ぐ
っ

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑰

し
ろ
い
・
九
条
の
会

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
タ
ン
カ
ー
の
遠
く
大
き
く
春
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
上
野
寛
義

地
　
戸
締
り
を
確
か
め
て
ゐ
る
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

人
　
落
下
と
も
飛
翔
と
も
見
え
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

【
選
評
】　
天
　
沖
を
行
く
タ
ン
カ
ー
が
遠
く
と
も
大
き
く
見
え

る
。
よ
ほ
ど
大
き
な
船
と
思
う
。
で
も
春
の
海
ら
し
い
ゆ
っ
た

り
と
駘た

い
と
う蕩
と
し
た
感
じ
が
良
い
。
地
　
戸
締
り
を
改
め
て
い
る

事
と
余
寒
の
取
り
合
わ
せ
が
大
変
に
良
い
。
余
寒
が
よ
く
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
　
花
び
ら
が
風
に
乗
っ
て
落
花
し
舞
い
上

る
様
子
を
よ
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
　
車
窓
に
は
春
い
っ
ぱ
い
の
河
川
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

芽
柳
や
寺
苑
に
古
り
し
祖
師
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

土
塊
を
叩
き
解
し
て
春
入
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

安
房
の
国
今
を
盛
り
の
ポ
ピ
ー
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

参
道
の
湯
気
に
並
び
ぬ
草
の
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
黒
河
内
和
子

春
の
気
を
裂
き
的
中
の
吹
矢
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
清
水
治
夫

手
術
し
て
病
床
の
冬
老
い
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

滑
り
き
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
真
央
ち
ゃ
ん
の

眼
に
わ
れ
の
眼
に
あ
ふ
れ
る
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
　
小
野
葉
月

【
選
評
】
ソ
チ
五
輪
の
感
動
が
素
直
に
切
り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

真
央
ち
ゃ
ん
の
フ
リ
ー
の
演
技
に
皆
が
涙
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

雪
解
け
の
春
陽
を
透
す
窓
の
辺
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
背
を
伸
ば
し
浴
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

驚
く
が
に
多
に
咲
き
た
る
紅
梅
に

植
え
く
れ
し
父
の
晩
年
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子     

早
春
の
陽
を
浴
び
水
仙
咲
い
て
い
る

郵
便
局
へ
の
道
の
ほ
と
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込   

　
　
名
越
た
て
み

帰
り
急
く
乗
換
へ
駅
の
ホ
ー
ム
に
て

吹
雪
に
電
車
遅
る
る
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
藤
原
澄
子

学習会の様子

白井の梨を使った「おいしいレシピ集」が完成

白井Ｓ級グルメの会の皆さんとコミセンスタッフ

しろいチャレンジド・スポーツクラブが誕生

設立総会の様子


